
王
充
の
典
籍
批
到
に
つ
ミミ

て

大

保

長s

隆

久

問
題
設
定
の
理
由
と
目
的

後
撲
の
特
異
な
思
想
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
主
充
は
、
由
民
己
の
生
涯
を
か
け
、
二
十
銭
高
一
一
一
口
を
以
っ
て
著
わ
し
た
「
論
衡
」
著
作
の
動
機
を

「
衆
蓄
が
費
を
失
な
い
、
虚
妄
の
品
一
一
口
が
設
を
覆
う
事
態
に
針
惑
す
ベ
く
著
わ
し
た
こ
と
一
諮
っ
て
い
る
。

是
故
論
衡
之
造
也
、
起
三
衆
審
並
一
失
v
賞
、
虚
妄
之
一
一
一
一
口
務
員
一
美
}
也
。
ハ
論
一
概
料
開
作
篇
叫
一
山
内
…
…
矧
o
〉

設
1

注

2

現
行
の
「
論
衡
」
に
は
、
衆
議
に
制
到
す
る
批
判
ば
か
り
で
は
な
く
、
簿
葬
に
擬
す
る
論
、
頚
漢
に
擬
す
る
論
、
性
・
命
に
臨
糊
す
る
論
等
々
、

多
く
の
主
張
が
盛
ら
れ
て
い
る
ρ-

し
一
か
し

1
豆
一
充
自
身
が
「
衆
番
失
v
寮
」
と
い
う
こ
と
を
「
論
衡
」
の
著
作
の
一
動
機
と
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
れ
ば
、
「
論
衡
」
の
儲
腕
章
に
一
記
さ
れ
る
典
錦
繍
批
判
の
比
重
は
き
わ
め
て
大
、
な
る
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
る
ま
い
J

こ
の
論
文
の
自
的
は
、
一
コ
殺
害
失
ν
賞
」
と
し
て
、
主
充
の
論
の
獣
象
と
な
っ
た
、
衆
議
開
(
典
籍
)
批
判
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
王
充
の
一
意

慰
す
る
方
向
が
、
強
漢
一
論
よ
密
接
に
一
…
鶴
識
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
衆
蓄
批
判
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
天
人
惑
藤
災
異
説
批
判
が
頚
漢

H
H
H
ヘ
令
。

の
意
識
と
速
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
G

ニ
典
籍
批
羽
之
そ
の
摺
題
勲
一

主
充
の
衆
欝
に
胤
到
す
る
批
判
一
が
~
、
一
最
も
額
警
に
表
わ
れ
て
い
る
「
論
一
衡
」
の
篇
章
、
と
し
て
は
、
，
次
の
十
七
績
を
翠
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
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「
議
鹿
L

，
「
鱗
民
農
乍
吋
郡
内
成

7
2慰
麗
ぃ
・
2
穏
慮
」
・
平
桝
盛

T
Z陀
虚
L

・
一
「
雷
-
蹴
」
・
「
道
産
」
・
「
認
増
ピ
(
儒
増
ケ
一
t

一
一
範
的
増
い
・
「
問
孔
L
，



「
料
孟
」
・
「
非
韓
乍
一
「
正
競
い
じ
均
一
つ
警
解
?
?
寸
案
審
」
一
一
が
一
3

そ
れ
で
一
あ
る
一
。

こ
の
中
、
篇
名
に
「
虚
い
一
・
亙
ご
一
り
文
学
が
周
一
い
い
ら
れ
て
い
る
篇
を
主
充
は
「
九
盛
・
一
一
一
増
」
と
総
稽
し
て
い
る
。

詮
訂
を
行
な
う
際
に
用
い
ら
れ
る
用
誌
で
あ
り
、
「
場
」
と
は
、
「
胤
抗
議
開
に
表
現
さ
れ
た
誇
張
、
増
飾
の
一
意
味
で
あ
る
。

こ
の
論
文
で
は
、
典
籍
批
判
と
し
て
一
つ
の
纏
与
を
も
っ
寸
九
麗
・
一
日
一
増
」
の
各
篤
を
中
心
に
論
述
す
る
が
、
兵
践
的
な
問
題
を
検
討
す
る

に
先
だ
ち
、
こ
れ
ら
の
篇
が
、
如
何
な
る
目
的
の
下
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
を
、
儲
腕
章
の
冒
頭
の
一
部
分
を
比
較
す
る
こ
と
か
ら
探
り
出
そ

「
厳
」
と
は
、
質
厳
の

う

世
信
二
厳
妄
之
書
一
ペ
以
潟
下
載
曲
目
於
竹
島
日
岩
戸
、
皆
緊
聖
一
所
v
博
一
言
無
牛
小
v
然
之
事
ω
:
:
:
(惑い鹿篤〉
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審
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景
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時
・
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盛
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こ
の
十
二
篇
の
冒
頭
の
部
分
を
考
察
す
る
時
、
「
九
厳
L

に
お
い
て
は
、
「
事
一
一
闘
い
援
篤
」
、

一
増
」
に
お
い
て
は
ぺ
繋
増
篇
」
を
除
く
、
他
の
す



べ
て
の
篤
が
、
藍
援
に
主
充
の
批
特
の
掛
象
と
な
る
問
題
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
に
比
一
し
、
寸
護
増
」
の
二
第
は
、
自
的
一
意
簡
を
冒

頭
に
配
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
九
虚
・
一
一
一
増
」
と
し
て
一
括
し
て
論
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ソ
な
が
ら
、
「
饗
虚
」
以
下
「
一
道
虚
ー
一
・
「
浅
開

こ
の
一
一
篇
に
示
さ
れ
て
い
る
之
と
か
ら
、
「
九
慶
一
」
と
コ
一
一
増
い
の
目
的
一
意

場
L

、
「
儒
壌
」
各
篇
に
は
見
ら
れ
ぬ
目
的
一
窓
間
関
を
記
す
部
分
が
、

同
が
、
「
議
鹿
篤
い
と
「
畿
増
舘
腕
」
の
冒
頭
に
総
括
さ
れ
て
い
る
と
云
え
る
。

勺
九
歳
」
に
お
い
て
、
主
充
が
一
意
闘
し
た
も
の
は
、
資
撃
の
停
で
あ
る
と
し
て
富
一
倍
す
る
虚
妄
~
の
書
、
人
々
の
度
肝
を
ぬ
く
表
現
を
敢
て
す

る
緒
子
俸
世
間
に
到
し
、
そ
の
良
偽
を
詮
訂
し
i

蜜
虚
を
燐
別
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
三
増
い
に
お
い
て
は
、
「
純
撲
之
事
」
・
「
審
然
之
語
」
が
誇

張
さ
れ
、
停
え
ら
れ
て
い
る
衆
議
の
真
偽
を
詮
訂
し
、
経
典
の
謡
の
真
一
意
を
論
ず
る
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
に
掲
げ
る
例
文

に
よ
り
、
明
か
で
あ
る
。

世
信
月
一
ぃ
続
安
之
議
ペ
以
魚
下
載
F

一
於
竹
内
前
日
者
、
皆
緊
護
所
y
俸
~
無
…
中
不
y
然
之
事
山
一
故
…
信
市
是
v
之
、
菰
市
議
v
之
ぷ
瓶
一
一
員
是
之
俸
ペ
輿
甲
山
慮
妄

之
議
一
相
迷
、
別
井
一
諮
H

日
銀
議
開
不
γ
可
二
信
用
ゆ
夫
幽
冥
街
可
ν
知
、
沈
隠
之
情
街
可
ν
定
、
額
一
文
露
宙
開
是
非
易
v
見
Q

議
総
弁
簿
一
、
非
一
一
賞
事
ペ

用
y
務
不
v
幕
、
無
v
忠
二
於
率
二
也
。
夫
世
間
一
博
謹
一
諸
子
之
語
、
多
欲
ニ
立
v
脊
造
v
異
、
作
一
↓
驚
島
之
論
ペ
以
v
夢
一
世
俗
之
人
ペ
簿
二
一
議
詑
之

書

ペ

以

着

ニ

殊

異

之

名

刊

ハ

番

厳

篇

)

世
俗
所
v
患
、
患
一
品
品
目
倍
率
崎
明
四
月
其
蜜
ザ
議
ν
交
霊
v
鮮
1

齢
出
一
議
茶
良
川
稀
v
奨
塑
一
英
諮
問
↓
選
v
悪
加
害
英
罪
刊
何
烈
俗
人
好
ド
奇
、
不
v
奇、一一一向

不
ν
用
也
。
故
饗
y
人
不
v
増
-
引
業
繋
ペ
別
問
者
不
ν
快
ニ
其
意
↓
毅
v
人
不
v
A金
乙
其
慈
ペ
別
謀
者
不
ν
犠
『
一
於
心
ペ
関
乙
増
以
矯
v
十
、
見
y
百
盆

以
傍
m
v
千
、
使
ニ
純
一
撲
之
事
川
一
十
割
一
苔
初
、
審
然
之
一
語
、
千
反
一
高
齢
。
一
義
子
突
ニ
於
練
締
ペ
揚
子
容
私
的
岐
遜
ペ
蓋
傷
ν
失
v
本
、
悲
ν
離
コ
基
質
日

也
。
蛮
流
之
一
言
、
百
俸
之
語
、
出
二
小
入
、
之
、
口
叫
馳
叫
月
間
巷
之
間
一
其
瀦
是
弘
。
諸
子
之
文
、
筆
中
間
滋
之
疏
、
人
賢

m
賢
入
〉
所
y
替
、
妙
思
所
v

築
、
笠
ν
如
同
一
其
繋
(
瀦
日
}
或
増
rv
之
。
倫
盤
葱
之
品
諮
問
如
明
日
其
寅
一
説
Jο

皆
同
審
莫
ν
遜
二
翠
人
ペ
綾
畿
寓
世
不
v
易
、
猿
一
pmv

或
出
溢
璽
一
過
其
賞
刊
積
一

遜
英
繁
一
一
皆
有
田
日
事
鶏
ブ
子
村
山
景
観
設
以
ν
少借用
v多
也
、
。
然
部
必
ニ
論
之
ザ
者
、
方
一
万
F

経
義
之
増
興
宗
磁
器
開
日
異
ム
也
。
経
壊
非
y

一
、
略
二
翠
絞

著

ペ

令

官

説

惑

之

入

額

繋

采

揮

?

得

ユ

以

関

一

以

心

、

議

v

慈

、

焼

解

発

犠

刊

〈

縮

問

増

第

〉
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「
九
虚
・
一
一
一
増
」
一
の
一
意
識
す
る
も
の
孫
、
来
警
の
良
橋
を
詮
お
し
、
増
・
虚
を
弊
別
し
‘
そ
の
異
議
を
論
ず
る
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
明
白
で

あ
り
‘
本
論
文
で
「
九
歳
…
二
一
一
増
」
を
網
代
籍
批
判
の
一
つ
の
擦
り
を
持
っ
と
論
ず
る
由
縁
も
、
も
は
や
現
出
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
こ
の
各
一
篇
に
お
い
て
、
玉
光
が
、
一
一
兵
鐙
的
に
『
い
か
な
る
問
題
を
、
い
か
に
取
り
扱
っ
て
い
る
か
を
論
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が

「
九
虚
」
・
「
一
一
一
増
」
に
表
わ
れ
た
典
籍
批
判
の
蜜
態
を
、
一
全
て
論
ず
る
こ
と
は
、
到
底
、
小
論
の
な
し
得
る
こ
と
で
は
な
い
。
従
っ
て
「
九

厳
」
に
お
い
て
は
、
重
熱
的
に
記
さ
れ
る
天
入
感
磨
、
災
異
説
批
判
の
具
鰻
例
を
取
り
上
げ
、
三
一
語
一
橋
い
に
お
い
て
は
、
各
篤
か
ら
抜
悲
し
た
も

の
の
み
を
取
り
上
げ
て
論
述
す
る
。

「
九
麗
い
中
、
「
幾
慮
」
・
「
異
虚
い
は
天
襲
と
地
異
に
資
す
る
論
で
あ
り
、
「
感
慮
」
は
三
一
太
一
間
の
精
識
が
天
を
感
動
さ
せ
異
獲
を
も
た
ら
す

と
い
う
感
熔
論
の
「
虚
い
な
る
こ
と
を
論
じ
、
コ
稿
ぃ
麗
」
、

「
鍋
巌
」
は
、

中
古
凶
誠
一
胞
の
現
象
を
天
結
・
天
罰
と
し
て
、
人
間
の
行
潟
の
善
悪
に

結
び
つ
け
る
こ
と
に
鈎
し
、
人
間
の
命
を
初
生
の
際
の
気
の
一
淳
薄
に
よ
っ
て
決
す
る
も
の
之
の
基
熱
か
ら
、
論
ず
る
も
の
で
あ
り
、

「
龍
虚
い
は
、
天
の
賞
際
の
行
筋
と
し
て
の
龍
・
雷
に
概
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
て
、
天
太
感
嬢
災
築
設
と
密
接
に
速
な
る
問
題
を
取
り
扱
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
九
虚
」
の
中
心
を
な
す
も
の
は
、
こ
の
天
人
感
態
災
関
央
競
の
批
判
で
あ
る
と
去
い
得
る
。

天
人
感
藤
災
異
議
に
お
い
て
、
最
も
‘
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
あ
、
げ
ら
れ
る
の
は
、
天
護
地
異
に
隣
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
九
一
議
」
中
、

天
畿
に
関
し
て
専
ら
に
論
じ
て
い
る
の
は
、
「
襲
盛
一
篤
」
で
あ
り
、
地
異
に
関
し
て
専
ら
に
論
じ
て
い
る
の
は
、
「
異
麗
篤
」
で
あ
る
。

「
幾
康
篇
い
中
に
取
り
上
、
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
焚
惑
L

の
移
動
仁
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

「
俸
番
目
、
宋
景
公
之
時
、
焚
惑
守
(
在

γ
心
。
公
健
‘
召
↓
一
手
議
一
頭
部
v
之
問
、
提
惑
在
ν
心
、
何
也
。
子
窪
臼
、
突
惑
天
罰
(
使
〉
也
、
心

宋
分
野
也
。
鍋
常
ν
君
、
離
ド
然
、
可
ν
移
ユ
於
宰
相
叫
公
日
、
宰
相
所
v
模
v
治
二
割
一
家
一
也
。
而
移
v
死
v
界
一
向
、
不
v
群
。
子
幸
田
、
可
v
移一一於

氏
叩
公
司
、
氏
死
、
寡
人
将
三
議
領
府
↓
也
。
寧
溺
死
耳
。
子
意
臼
、
可
ν
移
3

於
歳
↓
公
団
、
民
機
必
死
、
震
一
一
人
君

Lm欲
v
殺
一
一
其
民
一
以
自
治

也
、
其
誰
以
v
我
矯
v
君
者
乎
。
是
寡
人
命
爵
謹
也
。
子
薄
明
日
復
一
一
一
弓
子
撃
退
走
、
北
積
一
再
奔
日
、

今
夕
日
続
必
徒
二
一
一
一
合
刊
君
廷
月
五
郎
一

天
之
庭
仁
悶
阿
部
耳
(
胸
部
)
v
卑。

公
目
、
奨
知
v
之
。
針
回
、

諮
問
↓
故
有
一
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賞
刊
足
必
一
一
一
徒
、
一
一
一
徒
ニ
行
七
回
慌
ぺ
農
嘗
三
故
君
命
延
月
一
二
十
一
議
斗
(
省
略
〉
。
'
一
(
織
広
麗
篇
)

火
惑
い
と
は
、
撲
場
一
門
天
文
志
の
菅
灼
の
~
誌
に
よ
れ
ば
、
一
ー
常
以
一
一
十
月
一
入
明
日
太
徴
ペ
受
v
制
市
出
、
行
月
一
列
宿
ぺ
苛
一
み
品
川
道
ペ
出
入
無
ν
常
也
よ

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
玉
充
の
批
判
の
濁
象
と
な
っ
た
右
の
簿
蓄
に
お
け
る
焚
惑
の
問
題
等
、
天
人
感
嬢
災
異
設
が
主
流
を
な
し
て
い
た
蛍
時

に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。

こ
の
博
蓄
に
針
し
て
、
王
充
が
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
「
焚
惑
天
使
也
。
;
・
2

一
・
「
天
之
ぃ
躍
に
品
市
臓
部
ド
卑
」
・
「
君
有
ニ
君
人
之
一
言
一
ニ
ペ

天
必
一
一
一
二
賞
君
ご
・
「
君
一
延
ニ
命
二
十
一
年
ご
等
々
の
子
撃
の
ぎ
で
あ
れ
ノ
、
宇
一
充
は
‘
ニ
の
一
言
の
虚
な
る
こ
と
を
「
襲
虚
」
全
篇
を
あ
げ
て
論
じ

七
二
十

て
い
る
0
0

0

0

0

0

0

0

9

c

o

c

o

 

一
!
殺
有
二
君
人
之
一
一
一
一
口
一
一
プ
:
:
・
:
:
君
延
ニ
命
三
十
一
年
ご
の
蓄
に
封
じ
て
は
、
寸
一
一
一
善
一
一
一
一
口
に
よ
う
て
二
十
一
年
の
延
命
を
得
た
と
す
る
な
ら
ば
、

0

0

0

0

0

0

 

百
考
古
で
は
千
年
の
霧
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
論
駁
し
ー
コ
大
混
与
岡
市
灘
v
卑
、
君
有
一
一
君
入
之
一
一
一
一
口
一
一
一
一
:
:
:
」
の
一
一
一
一
向
に
封
し
て
は
、
「
職
制
」

と
い
う
天
の
人
格
性
、
有
一
憲
性
を
表
わ
す
諮
を
一
問
題
年
取
り
上
げ
、
「
盛
」
な
る
こ
と
を
寅
一
議
せ
ん
と
試
み
る
の
で
あ
る
。

三
六
天
鰻
也
。
輿
γ
地
無
y
呉
、
諮
脊
γ
韓
者
、
一
再
威
階
二
於
首
ペ
競
輿
y
耳
殊
、
来
二
之
有
}
也
。
天
之
去
v
人
、
中
間
同
数
蔦
皇
、
使
ニ
ヰ
鮒
p

天、

畿
二
数
寓
車
一
之
諮
竹
弗
ν
能
γ
顔
也
。
ハ
中
略
〉
一
謂
芸
人
間
二
人
世
間
ペ
額
一
二
誘
惑
忌
胸
中
市
向
凶
ω
誤

余

。

」

ハ

嬰

盛

篇

〉

一
大
を
人
格
的
有
一
意
志
的
繁
鰻
と
十
七
て
把
握
す
る
な
ら
ば
、
賞
然
、
人
間
に
具
織
す
る
諸
器
官
、
諸
機
能
を
有
す
べ
き
も
の
と
な
る
。
天
が

「
聴
い
と
い
う
機
能
を
有
す
る
ど
す
る
な
ら
ば
、
人
間
の
鶏
発
と
間
援
の
物
理
的
限
界
を
も
有
す
る
と
い
う
観
黙
か
ら
、
「
卑
き
に
胸
部
く
」
と

い
う
奮
を
否
定
し
て
い
る
。
「
炎
惑
一
天
使
也
。
心
宋
分
野
也
:
:
t
」
の
蓄
に
濁
し
て
は
、
天
に
焚
惑
が
あ
る
の
は
、
王
者
に
方
伯
の
あ
る
ご
と

き
も
の
で
あ
り
、
縞
を
越
に
移
~
す
こ
と
を
i

遊
中
高
じ
た
一
子
撃
の
奮
を
、
焚
惑
が
翻
人
に
嫡
を
移
す
こ
と
を
肯
定
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
い

い
、
そ
の
設
の
藤
安
な
る
こ
と
を
論
じ
、
更
に
ち
吋
焚
惑
守
v
心
い
と
い
う
こ
と
が
、
関
亡
と
い
う
こ
と
の
兆
一
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
的

繍
を
除
く
こ
と
は
、
決
し
て
で
き
な
い
し
一
、
ま
し
て
や
延
命
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

「
人
死
」
の
比
識
を
用
い
な
が
ら

論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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次
に
、
地
異
の
問
題
一
を
殺
っ
た
-
ぺ
↓
築
厳
篤
い
一
ー
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

「
呉
監
儲
納
」
は
泰
一
穀
が
朝
一
廷
に
生
じ
た
ζ

と
を
儲
亡
の
前
兆
で
あ
る
と
占
っ
た
こ
と
に
む
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
災
異
の
現

象
を
、
政
の
得
失
、
行
の
善
悪
に
求
め
る
災
異
設
に
劃
す
る
批
判
で
あ
る
と
蓄
え
る
。

殿
山
問
問
栄
之
時
、
薬
穀
保
生
明
日
於
鞠
ペ
七
日
一
向
大
扶
。
高
架
召
三
共
棺
}
一
間
関
γ
之
。
稲
田
、
}
号
機
κ
知
v之
、
弗
v
能
v
皆
同
也
。
間
『
一
組
己
叩
組
己

目
、
犬
桑
穀
者
野
草
也
。
部
生
二
於
朝
三
意
向
日
朝
亡
一
乎
。
高
宗
恐
駁
、
側
v
身
部
行
ν
道
、
思
ニ
索
先
王
之
政
↓
閥
的
m

一
養
老
之
義
ペ
輿
ニ
滅
閤
ペ

畿
二
切
純
一
世
日
翠
二
侠
民
叩
桑
穀
亡
、
一
一
一
年
之
後
、
諸
侯
以
ν
欝
来
朝
者
中
ハ
閥
、
遂
事
二
百
年
之
一
概
刊
高
泉
賢
一
君
也
。
一
如
感
ニ
桑
穀
生
ぺ
而
間
二
組

己
ペ
行
二
組
己
之
一
一
一
一
回
刊
修
v
成
改
ν
行
、
薬
穀
之
妖
亡
、
議
侯
朝
市
年
長
久
、
修
v
諮
問
之
義
篤
、
故
瑞
嬢
之
一
職
、
握
。
(
異
虚
篤
〉

天
人
感
耀
災
異
設
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
、
前
漢
の
輩
一
仲
鋒
の
出
現
以
来
、
漢
帝
関
の
政
治
理
念
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
災
異
は
王

者
に
濁
し
て
、
天
の
議
告
を
一
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
か
る
思
潮
に
お
い
て
は
、
焚
惑
の
問
題
と
共
に
、
地
に
現
わ
れ
る
こ
の
桑
穀
の
問

題
等
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
こ
の
桑
穀
の
問
題
に
つ
い
て
、
玉
充
が
最
初
に
問
題
と
す
る
の
は
、
組
己
の
つ
:

・
:
市
生
二
於
朝
三
意
ニ
靭
亡
一
乎
。
」
と
い
う
「
朝
亡
」
の
語
で
あ
る
。
こ
の
つ
抑
制
亡
」
に
謝
す
る
批
判
と
し
て
、
王
充
は
ま
ず
、
「
人
死
」
と
の

欄
述
の
'
よ
か
ら
論
ず
る
の
で
あ
る
。
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夫
抑
制
之
蛍
v
亡
、
論
二
人
蛍
v
死
、
人
欲
v
死
、
怪
出
、
溺
欲
y

亡
、
期
章
。
人
死
命
格
、
死
不
二
復
生
↓
亡
不
ニ
復
存
刊
組
己
之
一
一
一
同
ド
政
、
何
一
盆
ニ

於
不
v
亡
。
高
宗
之
修
弘
行
、
何
金
二
於
徐
γ
縞
。
夫
家
人
見
ν
凶
、
修
ν一諮問不
ν
能
ν
得
γ
土
問
。
高
宗
見
ν
妖
、
改
ν
政
安
能
除
ν
樹
、
除
ド
縞
且
不
ν

能
、
況
能
招
『
一
致
六
問
問
ペ
延
ド
期
至
『
明
百
一
年
刊
乎
0~

一一法
λ
之
一
一
死
生
寸
在
均
一
於
命
之
天
劃
一
時
「
不
ド
在
三
行
之
善
悪
叩
関
之
存
亡
、
在
二
期
之
長
短
ペ
不
ド

在

二

改

之

得

失

刊

:

:

:

〈

問

問

虚

第

〉

つ
人
の
死
生
は
、
命
の
天
霧
に
あ
っ
て
、
行
の
善
悪
で
は
な
い
の
と
同
様
、
関
む
泰
士
は
、
期
一
の
長
短
記
あ
っ
て
、
改
の
得
失
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
」
と
、
玉
充
は
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
支
充
の
ん
え
命
論
(
木
関
の
命
は
、
人
間
初
生
の
時
、
気
の
厚
薄
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
っ
て
、
灘
更
で
き
な
い
も
の
と
い
う
論
〉
と
密
接
な
連
な
り
の
場
拡
あ
る
も
の
と
云
え
る
。

龍一に、

「
桑
穀
」
を
間
一
と
判
断
し
た
こ
と
に
つ
い
て



も
、
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
論
議
し
、
「
赫
侍
v
鱗
震
に
総
之
一
一
一
一
口
、
到
y
今
不
γ
賞
。
」
と
い
う
一
誌
で
結
ん
で
い
る
。

ぺ
成
品
ぃ
厳
篤
い
に
お
い
て
は
、
天
人
惑
態
論
に
針
す
る
批
判
が
、
更
に
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
停
蓄
の
一
訟
を
翠
げ
ず
、
感

い
か
に
把
握
じ
た
か
に
つ
い
て
論
じ
一
ょ
う
。
「
感
態
篇
」
で
は
、
感
擦
と
見
ら
れ
る
現
象
を
、
偶
然
に
南
者

践
と
見
ら
れ
る
現
象
を
王
充
が
、

が
適
合
す
る
紋
態
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

猶
一
エ
内
向
紅
太
白
見
ニ
於
天
一
也
、
鑓
見
ニ
於
天
ペ
妖
一
出
-
一
於
人
ペ
上
下
趨
然
、
自
相
穣
也
。
:
・
(
感
虚
篇
〉

或
時
域
趨
白
山
腕
、
記
梁
斐
趨
突
。
i
:
:
i
・e・-
:
j
i
-
-
e
j
e
-
-
:
;
:
:
:
:
j
e
-
-
:
:
:
:
:
ハ
向
上
〉

或
時
奏
ニ
清
角
一
時
、
天
偶
問
問
雨
、
風
雨
之
後
晋
翻
趨
一
率
。
:
1
:
j
i
-
-
:
:
:
e
・e・
'
:
;
:
:
ハ
向
上
〉

「
九
競
い
に
お
け
る
夫
人
感
藤
災
築
設
批
判
は
、
ま
だ
、
か
な
り
の
問
題
を
飽
の
各
篤
の
中
に
残
し
て
は
い
る
が
、
「
繁
盛
」
・
「
異
虚
」
・
「
感

磁
」
の
各
篇
に
表
わ
れ
た
縛
欝
批
判
に
お
い
之
九
「
天
い
主
人

7
「
災
異
i
7
2
感
脂
綿
」
に
似
到
す
る
壬
充
の
基
本
的
観
熱
は
も
は
や
明
確
で
あ
る
。

邸
ち
主
充
は
、
「
天
ケ
「
人
」
・
「
災
異
し
の
因
果
関
係
を
切
断
し
、
「
惑
盤
い
の
関
係
を
縄
然
に
一
致
す
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
「
一
一
一
場
い
各
議
の
問
題
在
検
討
ー
し
よ
う
川

尋
問
増
」
・
「
鰐
増
」
二
議
増
い
の
一
一
一
篇
に
よ
っ
て
ブ
構
成
さ
れ
る
も
の
が
、
「
一
一
一
増
」
で
あ
る
が
、
「
諾
場
第
」
は
、
諸
子
停
常
一
問
中
の
誌
の
増

飾
に
関
す
る
も
の
、
「
嬬
靖
篇
」
は
?
番
待
子
主
交
に
よ
っ
て
1

一
穣
繋
と
し
て
一
意
識
さ
れ
た
議
問
中
の
増
鱒
に
関
慨
す
る
も
の
、
「
製
橋
篇
」
は
、
経

典
〈
五
絞
)
の
増
飾
に
捌
慨
す
る
も
の
で
あ
る
心
以
下
、
一
一
五
一
場
一
μ
各
議
ご
と
に
一
一
例
を
翠
げ
論
を
進
め
よ
う
心

傍

話

回

、

文

主

飲

一

一

横

手

鏡

何

孔

子

宮

線

。

〈

誌

増

篤

)

こ
の
中
で
、
主
充
が
問
題
、
と
す
る
一
の
は
~
…
J

歌
酒
キ
鐘
・
古
紙
」
の
語
で
あ
る
。
こ
の
間
態
に
関
し
て
は
、
文
王
・
孔
子
に
料
列
す
る
人
間
像

を
判
断
の
基
準
と
し
?
「
飲
酒
手
鑑
-
百
鱗
」
ケ
務
徒
の
鱗
で
あ
っ
て
奇
襲
徳
の
盛
ん
な
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
と
次
の
よ
う

に
論
じ
て
い
る
。

如
二
坐
千
畿
百
一
鱗
円
此
一
偽
総
本
)
~
一

込
山
。
一
欽
一
泊
有
v
法
、
腕
波
小
大
、
輿
v
人
均
等
心
飲
瀦
用
二
千
銭
ペ
舟
ν
肴ハ札一
ν
謙
一
吉
千
ペ
)
山
村
鰍
別
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笠
ド
周
二
十
羊
叫
(
中
略
〉
出
来
明
一
一
泊
諮
之
欝
ぺ
朝
夕
問
〆
知
事
日
数
瀦
斗
此
季
初
日
寸
〈
王
戒
『
一
機
酒
一
也
。
税
タ
戒
際
、

内
飲
酒
墾
一
千
銭
引
導
γ
民
率
ν
下
、
倍
以
致
γ
化
。
承
ν
約一疾
v
器
、
何
以
告
別
0
.

，

吹
は
、
「
儒
増
篤
」
の
一
一
例
で
あ
る
。

儒
番
一
一
一
一
問
、
叢
伸
箭
譲
二
春
秋
門
事
v
精
ご
忠
、
志
に
小
v
在
v
他
、
一
一
一
一
年
不
v
内統一一額楽↓

こ
の
中
で
、
宝
充
が
問
題
と
す
る
の
は
、
「
三
年
不
ν
窺
二
関
菜
ご
の
…
訟
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
蹴
倒
し
て
王
充
は
、
い
か
な
る
賢
者
と
い
え
ど

加
熱
の
弛
緩
が
あ
り
、
こ
の
表
現
は
、
「
専
ν
精
…
v
想
」
を
強
調
す
る
の
絵
り
の
場
飾
で
あ
る
と
、
次
の
よ
う
に
一
五
つ

郎
氏
化
ν
之
。
外
出
ニ
戒
慎
之
教
↓

〈
語
増
篤
〉

〈
倍
増
篇
〉

も
、
入
間
で
あ
る
以
上
、

て
い
る
。人之
筋
骨
、
非
一
y
木
v
一非
μ
石
、
不
v
能
v
不
Y

解
。
故
張
問
~
不
v
弛
、
文
王
不
v
魚
、
弛
部
不
v
張
、
女
王
不
v
行、

聖
人
材
優
、
ぬ
何
者
H

一
弛
張
之
一
時
九
神
督
材
力
劣
H
H

於
撃
一
安
能
濁
存
続
三
年
不
ν
祢

次
は
「
趨
付
帯
舘
腕
」
の
一
一
例
で
あ
る
。

ぬ
問
書
臼
協
H

H

和
高
閣
:

こ
の
中
で
、
主
充
が
問
題
と
す
る
の
は
、
一
寸
寓
開
制
」
の
一
部
聞
で
あ
る
。

ζ

の
問
題
に
関
し
て
王
充
は
、
実
の
徳
政
が
、
諸
夏
、
夷
拡
を
も
化
し

た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
発
の
徳
一
が
き
わ
め
て
議
ん
な
こ
さ
を
言
わ
ん
と
し
て
、
尋
問
関
L

と
講
し
た
の
で
あ
る
が
、
震
際
の
留
の
数
は
三
千
に

も
瀦
た
ぬ
も
の
で
あ
る
と
次
の
よ
う
に
一
お
っ
て
い
る
。

井
一
日
合
其
数
ペ
不
ν
能
回
日
一
一
一
千
円
(
雄
也
、
天
之
所
v
覆
一
、
地
之
所
v
載
x

謙
二
於
三
千
之
中
一
笑
、
一
叩
禽
盛
一
一
間
一
子
一
寓
践
「
袈
増
遜
ν
賞
、
以
美
v
莞
也
G

欲
v
一
一
一
日
間
一
日
発
之
徳
大
、
所
γ
化
者
索
、
笥
夏
夷
秋
、
莫
v
不

二

務

和

ペ

故

一

一

自

由

一

高

磁

叩

(

察

培

篇

〉

以
上
、
「
九
虚
・
一
一
一
増
」
の
各
篤
に
お
い
て
、
衆
蓄
の
寅
慮
を
排
別
し
、
員
鵠
を
司
訂
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
人
感
態
災
異
設
の
問
題
を
、
浮

き
彫
り
し
、
諸
子
俸
雲
、
緊
密
一
…
の
一
訟
の
矛
活
、
虚
飾
を
追
求
し
た
王
充
の
論
を
た
ど
っ
て
来
た
が
、
次
に
、
か
か
る
衆
書
批
判
を
展
開
し
た
王

弛
一
張
、
女
王
以
箆
v
常。

(
儒
増
篇
〉

( 73 ) 

(
護
増
篇
)

充
の
意
識
が
、
間
以
撲
の
一
意
識
と
筏
…
接
に
結
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
よ
う
。



典
籍
批
判
の
玄
関
す
る
方
向

一
般
的
な
典
籍
批
判
と
頭
撲
の
意
識
と
の
線
連
を
論
ず
る
前
に
、

に
し
よ
う
。

「
九
虚
・
一
一
一
靖
」

に
お
け
る
案
審
批
判
と
頚
漢
の
一
意
識
と
の
関
連
を
明
確

つ
九
虚
・
一
ニ
矯
こ
と
頚
撲
の
一
意
識
と
の
間
関
連
を
努
確
に
確
す
の
は
、
つ
体
調
衡
」
一
中
の
「
須
頚
篤
」
に
記
さ
れ
る
次
の
一
節
で
あ
る
。

漢
有
ニ
笈
事
バ
儒
者
不
ν
稿
。
古
有
ニ
麗
美
山
誠
心
然
y
之
、
信
一
日
久
遠
之
偽
ハ
忽
ニ
近
今
之
賓
4

斯
蓋
三
靖
九
虚
所
一
一
以
成
一
也
(
須
頚
篤
〉

「
須
頚
篇
」
は
、
主
充
の
頭
演
論
を
総
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
頚
漢
に
関
す
る
各
篇
章
が
、
古
を
骨
骨
重
し
現
今
を
卑
下
し
、
漢
徳
を
稽
さ
ぬ
、

い
わ
ゆ
る
復
古
論
者
に
針
し
、
大
漢
の
儲
協
を
務
揚
し
、
漢
の
控
の
太
卒
の
治
を
後
世
に
簿
逮
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、
右
の
例
文
は
、
そ
の
中
の
一
節
で
~
あ
る
。

こ
こ
で
注
臨
す
べ
き
こ
と
は
、
「
九
虚
・
一
一
一
増
」
の
成
立
が
、
蜜
に
額
漢
の
一
意
識
の
下
に
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
現
一
一
一
一
閃
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
「
九
慮
・
一
ニ
増
己
の
各
篇
に
お
い
て
、
諸
子
縛
蓄
の
語
の
批
判
を
、
き
わ
め
て
一
意
欲
的
に
、
執
搬
な
ま
で
繰
り
返
え
ず
、
そ

の
一
意
織
は
、
「
近
今
」
の
賞
を
忽
か
に
L
、
「
古
」
の
盛
奨
を
信
奉
す
る
人
々
へ
の
批
判
で
あ
り
、
「
、
近
今
」
の
寅
を
強
調
し
、
漢
の
役
を
頭
せ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
一
。

こ
の
「
九
慮
・
一
一
一
増
い
の
一
意
網
開
す
る
績
擦
の
方
向
と
、
越
の
篇
撃
に
記
さ
れ
る
典
籍
批
判
と
は
、
い
か
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
題

を
考
察
す
る
と
き
、
こ
の
間
の
関
越
は
一
議
に
汗
「
街
今
い
と
い
う
共
、
過
の
路
線
に
導
び
か
れ
頚
漢
の
意
識
と
密
着
す
る
も
の
と
一
五
う
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
の
こ
の
こ
と
は
汁
決
誌
へ
…
討
す
例
、
文
一
に
よ
り
、
¥
男
南
と
な
る
。

)
一
へ

O

(

0

0

0

o

o

o

f

Q

0

0

0

世
僑
明
日
厳
妄
之
議
一
?
以
嬬
脚
本
戦
時
一
於
竹
島
日
者
1

皆
邸
周
聖
一
所
y
簿
、
無
中
一
小
v
然
之
事
わ
菰
市
議
ν
之
、
臨
時
一
員
是
之
簿
ペ
輿
ニ
虚
妄
之
議
開
一
相
違
、

別
件
外
務
ニ
短
警
本
v
一円
F
H

金

舟

一

刊

を

:

・

;

(

翫

出

事

一

同

厳

篇

〉

。
。
一
一

0

0

0

0

0

0

0

故
機
撃
者
、
好
一
橋
v
鱗
…
間
選
γ
古
ち
以
容
量
翠
所
ν
一
苔
皆
無
v
非
二
鼻
緒
ユ
講
習
ペ
不
γ

知
ニ
難
問
4

夫
賢
整
下
v
筆
造
v
文
、
用
v
一
意
詳
審
、
街

米
v可
ν
調
ぷ
議
得
v賞
九
一
況
倉
一
卒
一
段
一
い
雷
、
一
安
能
皆
是
l

不
ν
諮

問

一

皆

是

円

:

:

:

ハ

間

孔

篇

〉
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0

二二
O
¥
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一三一
γ

一

一

一

一

二

一

言

。

。
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夫
一
俗
好
珍
γ
一
一
尚
不
一
杭
成
長
今
一
九
一
課
nw

『
今
之
文
台
本
子
相
抑
止
一
一
討
議
寸
夫
古
今
一
也
。
一
才
ム
タ
一
高
下
ペ
ぬ
諮
問
有
二
是
非
ぺ
不
v
論
三
議
開
翠
明
一
間
徒
資
v
台
、
是
謂
リ
ム

古
人
賢
司
叫
ん
ウ
心
八
ι

也勾
h

〈
案
審
篇
)

円
こ
の
一
付
黙
の
部
分
を
湖
一
え
に
勘
案
す
れ
ば
、
震
な
り
合
う
問
題
を
滋
び
き
だ
す
こ
と
は
終
日
却
で
あ
る
i
i玖
波
i
i
l〉

こ
れ
ら
を
頚
漢
論
の
一
篇
で
あ
る
コ
滑
世
篤
い
一
の
次
の
諮
と
照
合
す
れ
ば
、
王
充
の
典
籍
批
判
の
慈
関
す
る
も
の
が
、
規
一
漢
の
一
意
識
と
完
全

に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
は
、
動
か
し
難
い
も
り
と
な
ろ
う
。

位
俗
之
性
好
褒
v
台
荷
設
い
今
、
少
片
所
v
見
布
一
多
v
所
v
問
、
叉
見
古
川
線
俸
増
同
日
賢
聖
之
美
ペ
孔
子
尤
大
ニ
発
舜
之
功
ペ
又
関
ニ
発
馬
郡
部
柑
議
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

湯
武
伐
部
棺
奪
ペ
削
別
鶏
下
1

官
製
優
;
於
今
川
功
化
渥
中
於
後
ム
会
。
一
夫
経
有
二
褒
靖
之
女
川
位
有
『
一
窓
加
之
一
一
一
日
ペ
譲
ド
経
質
v
審
者
所
二
共
同
ん
一
也
。

〈
簿
位
篇
〉

こ
の
中
の
「
世
俗
之
性
好
袈
ν
古
布
設
今
。
」
の
認
は
、

篇
」
の
寸
是
v
台
」
と
い
う
一
諮
等
に
密
着
し
、
「
褒
靖
之
文
い
は
、
「
一
一
一
増
」
に
記
さ
れ
る
つ
増
」
の
一
誌
に
通
じ
、

の
「
蹴
」
に
相
蛍
し
、
又
~
「
正
競
舘
胸
」
に
記
さ
れ
る
三
公
生
ユ
虚
設
こ
と
い
う
語
、
又
は
、
尋
問
解
篤
い
に
記
さ
れ
る
「
各
以
『
刊
行
私
一
意
一
分
二
析
文

「
案
書
篤
」
の
「
犬
俗
好
珍
v
台
不
γ

資
γ

今
」
と
い

「
徒
費
v
吉
j
h

、
「
問
孔

「
窓
加
之
一
一
一
一
口
」
は
、

寸

L
S豆
一

{
斗
ノ
バ
町
闘
い

( 75 ) 

字
ご
娘
一
リ
に
相
鴬
す
る
も
の
と
一
五
え
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
問
孔
」
・
「
非
韓
」
・
「
刺
添
い
各
篇
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
翠
緊
の
車
両
に
封
す
る
批
判
、

各
篇
で
の
常
時
の
謀
、
又
は
五
経
に
閥
慨
す
る
論
議
等
々
は
、
全
て
「
近
今
」
の
貨
を
稀
揚
せ
ん
と
す
る
頚
演
の
論
に
連
な
る
も
の

-一i
警
解
い

五
充
の
山
内
籍
批
判
は
、
寅
に
、
主
充
の
生
き
る
時
代
を
肯
定
し
、
橋
揚
せ
ん
と
す
る
一
意
麗
の
下
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
間
的
か
に
、

古
の
袈
賢
の
書
と
し
て
信
奉
し
、
古
に
拘
泥
す
る
人
々
に
封
し
、
各
種
の
典
籍
の
賓
虚
・
翼
偽
を
詮
訂
し
、
静
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
典
籍
…

に
印
さ
れ
た
慮
美
を
明
'
確
に
し
、
現
賓
の
世
に
真
美
の
存
す
る
こ
と
を
訴
え
ん
と
し
た
の
で
あ
り
、
彼
の
こ
の
典
籍
批
判
は
、
顔
、
漢
の
目
的
意

識
の
下
に
見
事
に
統
一
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
現
s

震
を
肯
定
し
、
部
桝
揚
せ
ん
と
す
る
主
充
の
一
意
識
誌
、

い
か
な
る
も
の
に
塔
養
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



こ
こ
に
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
現
震
の
歴
史
的
認
識
と
中
間
間
の
惇
統
的
な
知
識
入
と
し
て
の
告
負
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

勝
史
の
進
展
に
伴
っ
て
、
次
第
に
領
土
を
撲
大
し
、
経
済
生
活
の
議
決
は
、
人
間
の
生
活
を
撃
な
も
の
に
し
、
勾
奴
の
侵
入
に
脅
さ
れ
た
時

代
は
、
間
夷
朝
賀
す
る
時
代
と
務
る
。
封
建
制
の
上
昇
期
の
遜
程
に
あ
る
漢
の
世
は
、
古
に
比
す
べ
く
も
な
く
繁
楽
し
、
興
隆
す
る
散
命
同
で
あ

り
、
そ
の
統
治
者
と
し
て
君
臨
す
る
皐
常
は
、
古
に
比
し
で
、
卑
賎
の
身
よ
り
起
こ
り
、
そ
の
力
に
よ
っ
て
威
を
海
内
に
一
部
す
人
間
皇
帝
で
あ

っ
た
。
か
か
る
壬
充
の
盤
史
認
識
は
、
次
に
示
す
例
に
明
か
で
あ
る
。

照
時
保
治
ニ
五
千
里
内
ペ
漢
一
氏
廓
γ
土
牧
コ
荒
競
之
外
4

牛
馬
珍
一
一
於
由
雄
↓
近
麗
不
v
若
一
一
遠
物
サ
吉
之
戎
狭
、
今
第
一
一
中
関
ペ
古
之
採
人
、
今

被
二
期
…
版
ペ
古
之
露
首
、
今
冠
コ
叢
品
開
ベ
古
之
銑
郎
、
今
履
二
十
向
日
刊
4

~

(

宣
漢
篇
〉

抗
狭
攻
ν
周
、
卒
玉
東
走
、
以
遊
ニ
英
難
↓
一
室
γ
漢

問

夷

靭

賞

。

ハ

依

閥

篇

)

五
代
之
起
、
皆
有
一
一
因
縁
引
力
易
ν
借
用
也
。
高
祖
従
ニ
亭
長
}
提
九
一
一
ニ
口
八
州
側
ペ
取
町
一
天
下
↓
光
武
由
一
一
白
水
一
奮
一
一
威
武
4

海
市
内
無
一
一
尺
土
所
y

図、

一
位
所
v
乗

、

直

奉

四

一

天

命

一

株

主

自

然

刊

一

(

向

上

〉

こ
の
麟
史
認
識
は
、
時
代
に
生
き
る
人
間
と
し
て
、
そ
の
麓
史
的
位
謹
を
肯
定
し
1

高
揚
せ
ん
と
す
る
一
意
識
で
あ
る
が
、
か
か
る
歴
史
認
識

は
、
相
反
す
る
蕗
史
観
と
樹
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
歴
史
観
が
事
費
に
基
く
こ
と
か
ら
、
更
に
強
調
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。

王
充
は
歴
史
的
議
開
肢
の
事
援
を
正
確
に
把
援
じ
た
oJ
し
か
し
、
藤
史
を
遜
し
て
見
れ
ば
、
漢
の
散
は
、
繁
栄
し
、
興
隆
す
る
時
代
で
あ
る
に

拘
わ
ら
ず
、
時
代
は
王
充
と
相
反
す
る
復
古
的
歴
史
観
の
下
に
展
開
閉
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

繁
策
す
る
洛
附
仰
の
都
で
拳
び
、
百
家
の
皆
同
民
遜
じ
た
ハ
後
漢
護
主
充
簿
〉
王
充
に
と
っ
て
、
現
寅
に
繍
憂
す
る
悪
弊
は
、
歴
史
を
逆
轄
さ
せ
る

大
き
な
力
で
あ
り
、
そ
こ
に
王
充
は
、
盤
史
の
危
機
を
議
見
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
に
一
部
す
「
論
衡
」
著
作
の
動
機
を
記
す
「
針

作
篇
」
の
中
に
、
緩
緩
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

震
予
傷
日
品
機
一
義
之
一
畿
大
奪
明
日
一
儒
…
家
之
論
叶
引
二
五
1

直
之
設
斗
袈
ν
是
抑
v
非
、
世
人
以
借
用
v
好
v
詩
。
説
子
日
、
予
蛍
好
v
縛
哉
、
予
不
v
得
v
己。

今
忠
岡
本
ν
得一
ν
己
也
。
虚
妄
額
二
於
翼
↓
賀
誠
範
明
日
於
偽
九
投
入
不
γ
倍
、
是
非
不
v
定
。
紫
朱
雑
胸
、
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瓦
玉
築
様
。

以
ν
情
一
一
一
口
レ
之
設
者
心
所
司



能
忍
込
山
D

犠
務
乗
者
へ
越
κ職
務
-
呼
一
忙
葉
、
-
-
慨
椀
川
護
炉
心
、
一
恐
工
大
上
〉
之
危
一
也
。
夫
論
議
者
、
関
v
位
愛
γ
俗
、
輿
ニ
街
駿
乗
者
一
間
一
一
一
一
心
日

突
。
愁
戸
一
精
紳
一
階
{
戸
一
魂
線
竹
動
F
L
胸
中
之
欝
議
ヴ
駿
ν
年
損
一
v
霧
、
無
ν
盆
二
於
性
ベ
縞
譲
二
於
顔
間
ペ
遠
四
五
県
一
葉
老
之
教
ぺ
非
二
人
所
v
負
、
不
γ

得
v
己

故

筋

二

論

一

衡

叫

〈

針

作

篇

)

一
高
子
の
こ
と
ば
を
引
き
な
が
ら
、
「
蕊
向
日
む
を
得
ざ
れ
ば
な
り
ご
と
い
う
王
充
の
誌
に
、
務
史
の
危
機
を
と
ど
め
ん
と
す
る
一
意
識
と
、
知
識
人

五
充
の
危
機
意
識
と
が
結
晶

L
て
い
る
の
で
あ
る
。
反
昭
総
史
離
に
よ
っ
て
鷲
ら
さ
れ
る
虚
妄
・
慮
偽
の
現
賞
「
是
非
不
ν
定
17
「
紫
朱
雑
廊
」
・

「
瓦
玉
集
線
い
す
る
混
沌
の
現
費
に
、
主
充
は
叫
ば
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
知
識
人
と
し
て
の
王
充
は
、
資
者
に
名
を
借
り
て
自
己
の
胸
中
を
吐
露
し
て
い
る
次
の
諸
に
明
か
で
あ
る
。

故
夫
賢
人
之
在
v
佐
世
、
進
剤
議
v
忠
笠
v
化
、
以
現
二
朝
廷
ペ
退
期
穣
ν
論
反
v
説
、
以
胤
兆
一
一
失
俗
ペ
俗
也
、
不
v
知
v
選
、
別
立
v
道
軽
震
γ
非、

論

者

不

ニ

迫

救

ペ

則

迷

範

不

ユ

強

搭

刊

〈

鈎

作

篇

)

知
識
人
と
し
し
て
、

資
者
の
行
鏡
、

畳
間
然
、
来
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
「
進
別
議
ν
忠
笈
v
化、

以
現
『
一
朝
廷
↓
送
別
格
γ
論
皮
v
説
以
究
ニ
失
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俗
ご
と
い
う
意
識
は
、
王
充
の
抱
く
緊
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
同
時
に
、

知
識
人
王
充
自
身
で
も
あ
っ
た
と
云
え
る
。

」
の
こ
と
は
、
次

に
示
す
「
創
刊
作
篤
い
の
認
に
よ
っ
て
、
更
に
現
白
で
あ
ろ
う
。

論
衡
九
厳
三
増
所
m
以
使
一
品
俗
務
ニ
資
誠
一
也

(
詩
作
第
…
)

(
と
の
「
拙
注
目
指
務
】
策
誠
こ
の
務
は
、
前
の
「
以
一
費
目
失
俗
ご
の
務
と
密
禁
ず
る
も
の
で
あ
る
3
1
1忍
浅

i
i〉

従
っ
て
、
主
充
の
額
漢
の
一
意
識
は
、
異
質
の
歴
史
認
識
の
下
に
生
ま
れ
、
反
蕗
史
観
の
生
み
だ
す
虚
妄
、
混
沌
の
中
に
忍
び
こ
む
歴
史
の
危

機
に
射
し
、
中
磁
の
博
統
的
知
識
人
と
し
て
の
自
信
一
の
下
に
批
判
を
、
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
。

路

結

本
論
文
は
、
三
mm

衡
い
に
お
け
る
典
籍
批
判
が
、
窮
揮
に
お
い
て
頚
漢
の
一
意
識
に
密
着
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

「
九
段
…
い
に
お
け
る
批
判
の
針
象
が
、
前
漢
以
来
、
政
治
理
念
と
し
て
中
核
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
天
人
感
態
論
に
お
け
ら
れ
て
い



る
と
い
う
こ
と
と
、
頭
漢
と
が
い
か
に
結
び
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
c

こ
の
問
題
は
、
天
人
感
嬢
災
異
設
に
内
包
ず
る
矛
盾
と
、
主
充
の
握
史
観
一
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
出
と
な
る
。

輩
仲
箭
の

先
、
ず
、
天
人
感
嬢
災
回
開
設
に
内
忽
す
る
問
題
か
ら
検
討
し
よ
う
。

〈
漢
警
本
簿
〉
に
よ
れ
ば
、
災
異
と
は
天
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
議
告
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
王
者
の
失
致
に
糾
到
し
、
天
一
意
が

災
関
関
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

主
充
は
、
こ
の
災
異
設
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
と
ま
と
の
感
態
の
樹
関
係
を
切
断
じ
ミ
玉
の
怨
府
政
と
災
異
と
を
完
全
に
新
経
せ
ん
と
試

み
た
の
で
あ
る
。
王
充
に
よ
れ
ば
、
愛
異
は
入
閣
の
行
鶏
の
善
悪
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
饗
異
は
愛
異
と
し
て
、
人
間
の
行
第
一
と
は
、
全
く

異
っ
た
場
に
存
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
饗
異
現
象
を
以
っ
て
、

λ
君
に
世
一
貝
を
癒
す
る
こ
と
は
、
徒
に
、
人
君
を
惑
わ
す
も
の
で
あ
っ

た
。
か
く
し
て
、
天
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
震
政
者
の
擢
威
を
計
ら
ん
と
じ
た
天
入
惑
護
災
異
議
は
至
充
に
よ
っ
て
鋭
く
そ
の
矛
盾
を

つ
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
交
が
拐
白
に
し
て
い
る
。

故
危
範
之
援
護
、
読
者
以
増
員
:
人
君
ハ
続
二
間
前
於
鋳
政
不
v
得
エ
其
議
4

人
君
受
以
自
費
、
愁
縁
者
恵
、
揺
ぷ
動
形
鐙
川
市
…
危
一
範
之
饗
一
移
不
明
日
滅

除

ペ

窓

僚

二

人

君

之

心

刊

ハ

治

期

信

制

〉

天
人
感
藤
訟
を
執
劫
な
ま
で
に
批
判
す
る
一
「
繁
鹿
」
一
以
下
、
「
雷
鹿
い
の
各
篤
の
展
開
は
、
し
た
震
と
襲
異
の
因
果
関
係
を
否
定
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
九
人
君
か
ら
災
異
の
呪
縛
を
解
か
ん
と
す
る
ζ
と
け
い
あ
っ
た
と
一
五
え
よ

5
0一
五
充
に
よ
れ
ば
、
い
か
な
る
災
擦
も
、
天
震
を
一
部
す
も
の

で
は
な
く
、
王
者
の
行
鶏
と
は
t

全
く
無
澱
係
な
も
の
で
あ
り
、
後
漢
議
五
戸
行
志
じ
記
さ
れ
る
支
援
地
異
等
も
、
王
者
の
憲
一
錨
憾
の
穏
と
は
な
ん

の
関
係
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
云
う
乙
と
が
で
き
る
。

次
に
、
ま
充
の
藤
史
識
の
問
題
か
ら
論
じ
よ
う
P
O

王
充
の
藤
史
観
一
は
、
究
費
-
に
基
づ
い
た
稜
一
展
的
藤
史
翻
俄
で
あ
っ
た
。
し
か

L
可
壬
充
の
時
代
一
に
お
い

充
か
ら
見
れ
ば
、
復
古
約
一
歴
史
観
で
あ
っ
た
。
こ
の
藤
史
観
の
新
・
蓄
の
棺
遼
は
、
債
値
観
の
穏
議
で

( 78 ) 

散
命
問
の
主
流
を
な
す
も
の
は
、
王

世
界
擦
の
紹
一
途
で
あ
る
。



の
世
界
納
税
は
、
一
夫
人
態
騒
を
装
翰
と
し
宅
↑
構
成
さ
れ
…
、
寸
新
」
の
世
界
観
は
、
非
合
理
な
天
人
関
孫
を
切
断
し
、
人
間
を
中
心
と
し
て
構
成
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
ο

例
え
ば

1
2
m」
を
、
人
間
自
身
の
手
に
取
り
民
し
、
天
の
繍
輿
を
断
っ
た
こ
と
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
か
か
る
る

ぺ
新
」
の
世
界
観
は
ミ
「
欝
」
の
世
界
観
と
の
艶
立
に
よ
っ
て
、
徹
底
し
た
批
判
の
裂
を
と
る
の
で
あ
る
。
五
充
が
、
天
人
感
嬢
災
異
議
の
批

判
し
を
繰
り
返
す
の
も
、
現
賓
の
廃
史
一
認
識
の
下
に
「
欝
」
世
一
界
畿
の
厳
妄
を
、
そ
の
中
に
日
認
め
る
か
ら
に
他
な
ら
ず
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
現

震
の
優
越
を
認
め
、
現
蜜
を
稀
揚
せ
ん
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
額
撲
の
一
一
意
識
の
強
調
に
他
な
ら
ぬ
も
の
と
去
え
る
。

Ì:(~ 
3 

王
充
の
薄
葬
論
に
閥
慨
し
て
は
、
仙
川
稿
「
王
充
の
薄
葬
論
に
つ
い
て
」
磁
誠
人
文
事
曾
「
人
文
論
究
」
二
十
六
競
を
参
照
さ
れ
た
し
。

間
制
漢
論
に
開
慨
し
て
は
佐
藤
一
民
京
博
士
の
論
文
に
詳
し
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
論
梅
」
中
に
、
車
接
、
親
漢
を
と
な
え
て
い
る
議
名
と
し
て
は
、

「
講
瑞
」
、
「
指
瑞
」
、
「
是
膝
」
、
「
治
期
」
、
「
潜
没
」
、
「
笠
漢
」
、
「
依
閥
、
「
験
符
」
、
「
須
頚
」
の
各
篤
が
そ
れ
で
あ
る
。

論
衡
研
究
は
、
従
来
、
天
人
感
膝
批
判
と
頭
演
と
い
う
矛
盾
す
る
も
の
を
持
っ
と
、
い
う
叡
黙
の
上
で
分
析
・
解
剖
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
唯
物
論
的
思
考
(
い
わ
ゆ
る
被
統
治
階
級
の
宣
場
〉
と
煩
漢
・
定
命
等
の
間
に
矛
活
を
認
め
、
こ
の
矛
盾
を
解
明
す
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

私
の
主
張
も
、
か
か
る
研
究
の
成
果
を
吸
欣
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

な
お
、
引
用
文
は
、
「
諭
衡
禁
解
」
一
(
)
劉
飴
一
議
一
著
〉
、
三
鋼
一
衛
技
一
糟
一
」
ハ
費
時
撰
〉
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

( 79 ) 

tt. ~1~ 
2 1 

(
大
祭
一
波
博
士
調
停
殺
〉

次

競

原

稿

募

下
記
に
よ
り
次
競
第
二
十
六
競
の
原
稿
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

張
っ
て
御
態
募
下
さ
い
。

一
、
締
切

一
、
枚
数

一
、
採
否

昭
和
四
十
日
一
月
末
日

西
宮
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
以
内

委
員
禽
に
御
一
一
任
下
さ
い
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